
上毛新聞
購読のお申し込みは
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自
民
党
の
麻
生
太
郎
総
裁

は
二
十
四
日
午
後
、
衆

院
本
会
議
の
首
相
指
名
選
挙

で
第
九
十
二
代
、
五
十
九
人

目
の
首
相
に
選
出
さ
れ
た
。

野
党
が
多
数
を
占
め
る
参
院

は
民
主
党
の
小
沢
一
郎
代
表

を
指
名
、
衆
院
の
議
決

を
優
先
す
る
憲
法
規
定
に
基

づ
き
両
院
協
議
会
が
開
か
れ

た
が
不
調
に
終
わ
り
、
衆
院

の
議
決
を
優
先
す
る
憲
法
規

定
に
基
づ
き
麻
生
氏
の
首
相

就
任
が
確
定
し
た
。

麻
生
氏
は
た
だ
ち
に
組
閣

作
業
に
着
手
し
、
同
日
夜
に

麻
生
内
閣
が
発
足
。
各
党
は

十
一
月
上
旬
に
も
想
定
さ
れ

る
衆
院
選
決
戦
に
向
け
臨
戦

態
勢
に
突
入
す
る
。
閣
僚
人

事
は
、
本
県
関
係
で
は
、
外

相
に
中
曽
根
弘
文
元
文
相

、
小
渕
優
子
衆
院
議
員

が
戦
後
最
年
少
の
閣
僚

と
し
て
少
子
化
担
当
相
で
入

閣
す
る
。

二
度
に
わ
た
る
任
期
途
中

の
首
相
退
陣
劇
で
自
民
党
に

は
世
論
の
厳
し
い
視
線
が
注

が
れ
て
お
り
、
自
公
連
立
政

権
を
維
持
で
き
る
か
、
麻
生

首
相
は
正
念
場
を
迎
え
る
。

麻
生
氏
は
国
連
総
会
出
席

の
た
め
二
十
五
日
か
ら
訪

米
。
帰
国
後
の
二
十
九
日
に

所
信
表
明
演
説
を
行
い
、
景

気
対
策
に
全
力
を
挙
げ
る
考

え
を
表
明
、
二
〇
〇
八
年
度

補
正
予
算
案
の
早
期
成
立
に

向
け
野
党
に
協
力
を
呼
び
掛

け
る
。

焦
点
の
衆
院
解
散
の
タ
イ

ミ
ン
グ
に
関
し
て
は
、
補
正

予
算
成
立
後
の
「
話
し
合
い

解
散
」
を
提
案
し
て
い
る
民

主
党
の
対
応
や
世
論
の
動
向

を
見
極
め
最
終
判
断
す
る
。

福
田
内
閣
は
二
十
四
日
午

前
の
臨
時
閣
議
で
総
辞
職
し

た
。
福
田
康
夫
首
相
は
「
公

務
員
制
度
改
革
や
行
政
経
費

の
削
減
な
ど
『
国
民
目
線
』

の
改
革
の
進
む
べ
き
道
標
を

立
て
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

実
績
を
強
調
す
る
談
話
を
発

表
し
た
。

衆院本会議で首相指名の宣告を受け、福田康夫氏（右）と共に
議場を後にする自民党の麻生総裁＝ 日午後４時 分
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